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そ
も
〳
〵
是
は
唐
の
太
子
の
賓
客
。
白
楽
天
と
は
我
事
な

り
。

さ
て
も
是
よ
り
東
に
当
つ
て
国
あ
り
。
名
を
日
本
と
名
づ

く
。
急
ぎ
彼
土
に
渡
り
。
日
本
の
智
恵
を
計
れ
と
の
宣
旨

に
任
せ
。
唯
今
海
路
に
趣
き
候
。

舟
漕
ぎ
出
て
日
の
本
の
。
〳
〵
。
其
方
の
国
を
尋
ん
。

東
海
の
。
波
路
遥
に
行
く
舟
の
。
〳
〵
。
跡
に
入
日
の
影

残
る
。
雲
の
旗
手
の
天
つ
空
。
月
ま
た
出
づ
る
其
方
よ
り
。

「「「「「「「

ワ
キ
カ
ルヽ詞

次
第

道
行詞

シ
テ
、ツ
レ
一
声

シ
テ
サ
シ

山
見
え
そ
め
て
程
も
な
く
。
日
本
の
地
に
も
着
き
に
け
り
。

〳
〵
。

海
路
を
経
て
急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
は
や
日
本
の
地
に
着

き
て
候
。
暫
く
此
所
に
碇
を
お
ろ
し
。
日
本
の
や
う
を
詠

め
ば
や
と
存
じ
候
。

不
知
火
の
。
筑
紫
の
海
の
朝
ぼ
ら
け
。
月
の
み
残
る
け
し

き
か
な
。

巨
水
漫
々
と
し
て
碧
浪
天
を
浸
し
。
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越
を
辞
せ
し
范
蠡
が
。
扁
舟
に
棹
を
移
す
な
る
。
五
湖
の

煙
の
波
の
上
。
か
く
や
と
思
ひ
知
ら
れ
た
り
。
あ
ら
お
も

し
ろ
の
海
上
や
な
。

松
浦
潟
。
西
に
山
な
き
有
明
の
。

月
の
入
る
。
雲
も
浮
ぶ
や
沖
つ
舟
。
〳
〵
。
互
に
か
ゝ
る

朝
ま
だ
き
。
海
は
其
方
か
唐
の
。
船
路
の
旅
も
遠
か
ら
で
。

一
夜
泊
と
聞
く
か
ら
に
。
月
も
程
な
き
名
残
か
な
。
〳
〵
。

我
万
里
の
波
濤
を
凌
ぎ
。
日
本
の
地
に
も
着
き
ぬ
。
是
に

「「「「「「「
二
人

下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

ツ
レ

小
船
一
艘
浮
べ
り
。
見
れ
ば
漁
翁
な
り
。
如
何
に
あ
れ
な

る
は
日
本
の
者
か
。

さ
ん
候
是
は
日
本
の
漁
翁
に
て
候
。
御
身
は
唐
の
白
楽
天

に
て
ま
し
ま
す
な
。

不
思
議
や
な
始
め
て
此
土
に
渡
り
た
る
を
。
白
楽
天
と
見

る
事
は
。
何
の
故
に
て
あ
る
や
ら
ん
。

其
身
は
漢
土
の
人
な
れ
ど
も
。
名
は
先
立
つ
て
日
本
に
聞

ゆ
。
隠
れ
な
け
れ
ば
申
す
な
り
。
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た
と
ひ
其
名
は
聞
ゆ
る
と
も
。
そ
れ
ぞ
と
や
が
て
見
知
る

事
。
あ
る
べ
き
事
と
も
思
は
れ
ず
。

日
本
の
智
恵
を
計
ら
ん
と
て
。
楽
天
来
り
給
ふ
べ
き
と
の
。

聞
え
は
普
き
日
の
本
に
。
西
を
詠
め
て
沖
の
方
よ
り
。
船

だ
に
見
ゆ
れ
ば
人
毎
に
。
す
は
や
そ
れ
ぞ
と
心
づ
く
し
に
。

今
や
〳
〵
と
松
浦
舟
。
〳
〵
。
沖
よ
り
見
え
て
隠
れ
な
き
。

唐
舟
の
唐
人
を
。
楽
天
と
見
る
事
は
。
何
か
空
目
な
る
べ

き
。
む
つ
か
し
や
言
さ
や
ぐ
。
唐
人
な
れ
ば
御
詞
を
も
。

「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ
、ツ
レ地

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

と
て
も
聞
き
も
知
ら
ば
こ
そ
。
あ
ら
よ
し
な
釣
竿
の
。
暇

を
し
や
釣
垂
れ
ん
。
〳
〵
。

な
ほ
〳
〵
尋
ぬ
べ
き
事
あ
り
舟
を
近
づ
け
候
へ
。
如
何
に

漁
翁
。
さ
て
此
頃
日
本
に
は
何
事
を
翫
ぶ
ぞ
。

さ
て
唐
土
に
は
何
事
を
翫
び
給
ひ
候
ふ
ぞ
。

唐
に
は
詩
を
作
つ
て
遊
ぶ
よ
。

日
本
に
は
歌
を
よ
み
て
人
の
心
を
慰
め
候
。

そ
も
歌
と
は
如
何
に
。
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夫
れ
天
竺
の
霊
文
を
唐
土
の
詩
賦
と
し
。
唐
土
の
詩
賦
を

以
て
我
朝
の
歌
と
す
。
さ
れ
ば
三
国
を
和
ら
げ
来
る
を
以

て
。
大
き
に
和
ぐ
と
書
い
て
大
和
歌
と
読
め
り
。
し
ろ
し

召
さ
れ
て
候
へ
ど
も
。
翁
が
心
を
御
覧
ぜ
ん
為
め
候
ふ
な
。

い
や
其
儀
に
て
は
な
し
。
い
で
さ
ら
ば
目
前
の
気
色
を
詩

に
作
つ
て
聞
か
せ
う
。
青
苔
衣
を
負
ひ
て
巌
の
肩
に
か
ゝ

り
。
白
雲
帯
に
似
て
山
の
腰
を
め
ぐ
る
。
心
得
た
る
か
漁

翁
。

「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

青
苔
と
は
青
き
苔
の
。
巌
の
肩
に
か
ゝ
れ
る
が
衣
に
似
た

る
と
か
や
。
白
雲
帯
に
似
て
山
の
腰
を
め
ぐ
る
。
お
も
し

ろ
し
〳
〵
。
日
本
の
歌
も
た
ゞ
是
候
ふ
よ
。
苔
衣
着
た
る

巌
は
さ
も
な
く
て
。
衣
着
ぬ
山
の
帯
を
す
る
か
な
。

不
思
議
や
な
其
身
は
賤
し
き
漁
翁
な
る
が
。
か
く
心
あ
る

詠
歌
を
連
ぬ
る
。
其
身
は
如
何
な
る
人
や
ら
ん
。

人
が
ま
し
や
な
名
も
な
き
者
な
り
。
さ
れ
ど
も
歌
を
読
む

事
は
。
人
間
の
み
に
限
る
べ
か
ら
ず
。
生
き
と
し
生
け
る
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物
毎
に
。
歌
を
よ
ま
ぬ
は
無
き
物
を
。

そ
も
や
生
き
と
し
生
け
る
物
と
は
。
さ
て
は
鳥
類
畜
類
ま

で
も
。

和
歌
を
詠
ず
る
其
た
め
し
。

和
国
に
於
て
。

証
歌
多
し
。

花
に
鳴
く
鶯
。
水
に
住
め
る
蛙
ま
で
。
唐
土
は
知
ら
ず
日

本
に
は
。
歌
を
よ
み
候
ふ
ぞ
。
翁
も
大
和
歌
を
ば
。
か

「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

地
ク
セ

シ
テ

た
の
如
く
よ
む
な
り
。

そ
も
〳
〵
鶯
の
。
歌
を
よ
み
た
る
証
歌
に
は
。
孝
謙
天
皇

の
御
宇
か
と
よ
。
大
和
の
国
高
天
の
寺
に
住
む
人
の
。
し

き
ね
ん
の
春
の
頃
。
軒
端
の
梅
に
鶯
の
。
来
り
て
鳴
く
声

を
聞
け
ば
。
初
陽
毎
朝
来
。
不
遭
還
本
栖
と
鳴
く
。
文

字
に
写
し
て
是
を
見
れ
ば
。
三
十
一
文
字
の
。
詠
歌
の
詞

な
り
け
り
。

初
春
の
あ
し
た
毎
に
は
来
れ
ど
も
。
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あ
は
で
ぞ
帰
る
。
も
と
の
す
み
か
に
と
聞
え
つ
る
。
鶯
の

声
を
始
め
と
し
て
。
其
外
鳥
類
畜
類
の
。
人
に
た
ぐ
へ
て

歌
を
よ
む
。
た
め
し
は
多
く
荒
磯
海
の
。
浜
の
真
砂
の
数
々

に
。
生
き
と
し
生
け
る
物
。
何
れ
も
歌
を
よ
む
な
り
。

実
に
や
和
国
の
風
俗
の
。
〳
〵
。
心
有
り
け
る
海
士
人
の
。

実
に
有
難
き
習
ひ
か
な
。

と
て
も
和
国
の
翫
び
。
和
歌
を
詠
じ
て
舞
歌
の
曲
。
其
い

ろ
〳
〵
を
顕
は
さ
ん
。

「「「「「「「「「
地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

後
ジ
テ

そ
も
や
舞
楽
の
遊
び
と
は
。
其
役
々
は
誰
な
ら
ん
。

誰
な
く
と
て
も
御
覧
ぜ
よ
。
我
だ
に
あ
ら
ば
此
舞
楽
の
。

鼓
は
波
の
音
。
笛
は
龍
の
吟
ず
る
声
。
舞
人
は
此
尉
が
。

老
の
波
の
上
に
立
つ
て
。
青
海
に
浮
び
つ
ゝ
。
海
青
楽
を

舞
ふ
べ
し
や
。

蘆
原
の
。

国
も
動
か
じ
万
代
ま
で
に
。
（
中
入
）

山
影
の
。
う
つ
る
か
水
の
青
き
海
の
。
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波
の
鼓
の
海
青
楽
。
（
真
の
序
）

西
の
海
。
あ
を
き
が
原
の
波
間
よ
り
。

顕
は
れ
出
で
し
住
吉
の
神
。
住
吉
の
神
住
吉
の
。

顕
は
れ
出
で
し
住
吉
の
。

住
吉
の
。
神
の
力
の
あ
ら
ん
程
は
。
よ
も
日
本
を
ば
従
へ

さ
せ
給
は
じ
。
速
に
浦
の
波
。
立
ち
帰
り
給
ヘ
楽
天
。

住
吉
現
じ
給
へ
ば
。
〳
〵
。
伊
勢
石
清
水
賀
茂
春
日
。
鹿

島
三
島
諏
訪
熱
田
。
安
芸
の
厳
島
の
明
神
は
。
娑
竭
羅
龍

「「「「「「
地

シ
テ
ワ
カ地

シ
テ地地

王
の
。
第
三
の
姫
宮
に
て
。
海
上
に
浮
ん
で
。
海
青
楽
を

舞
ひ
給
へ
ば
。
八
大
龍
王
は
八
り
ん
の
曲
を
奏
し
。
空
海

に
翔
り
つ
ゝ
。
舞
ひ
遊
ぶ
小
忌
衣
の
。
手
風
神
風
に
。
吹

き
も
ど
さ
れ
て
唐
船
は
。
こ
ゝ
よ
り
漢
土
に
帰
り
け
り
。

実
に
有
難
や
神
と
君
。
実
に
有
難
や
神
と
君
が
代
の
。
動

か
ぬ
国
ぞ
久
し
き
。
〳
〵
。
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